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物産 

「自然の材料を大切にし、１つ１つの作品に全力を尽くそう。」です。 

 

 年間計画
 

わら細工 

・亀づくり

・ぞうりづくり 

 

  

竹細工 

・竹とんぼ一輪ざし  

 

 

以降、希望に応じて次回作品を決めます。 

９月上旬 

ススキ採取 

１０月上旬 

ふくろうづくり 

 

宝船 

 

発表会に向けて 

 

 
ふるさとタイム発表会（オープンスクール；１/２６） 



メンバー 
１年生２人、２年生２人、３年生１人の計５人で、活動してい

ます。少人数ですが、毎回、講師の「坂井房治郎さん」に教

えてもらいながら、みんなで楽しく製作に取り組んでいます。 

 

◆意気込み・・・ 

食と農のフェスティバルで上手に作りたい。 

 

◆難しいところは・・・ 

ワラを編むのが難しい。思い通りの形にならない。 

 

◆気を付けていること・・・ 

小刀に気を付ける。 

気を付けていないと怪我をしてしまう人も。 

完成した時は達成感がある。 

 

 

 

坂井房治郎さんに質問 

Qなぜ、自然のものを使って、作ろうと思ったのですか。 

A「自分の手で作れば１番の宝物。自然のものを自分の手で作れるって１番楽しめて、１番宝物。」 

 「昔に帰って色々なことをやりたい。」「仕事をすると、昼ごはんのことも忘れてしまう。」 

「８４歳だけど１００までやりたい。」とおっしゃっていました。 

ふるさと物産では、このようなものをつくっています。 

 早く坂井さんのように上手に作れるようになりたいです！

 

 


